2013年8月3日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第9章11～20節

・勉強：第3章37,38,39,41節、第14章12節、 
バガヴァッド・ギーター第3章36節のアルジュナの質問について、説明しています。

アルジュナの質問は普遍的な質問であり、何が正しく何が正しくないか、何が道徳的で何が非道徳的なのかを知りながら、どうして我々は過ちを犯してしまうのか、というものでした。
火に触れれば火傷をすることを知っている我々は、決して火に触れません。

しかし肉体的に火に触れることはしなくても、道徳‐非道徳の観点からは、火に触れるのと同じようなことをしてしまいます。

結果が自分を傷つけるとわかっていながら、間違いを犯してしまいます。

自分がしたくない行為を強引にさせられる理由は何か、とアルジュナは質問しており、皆さんも同じ疑問を持っていることだろうと思います。

皆さんは子供のころから、嘘はよくない、欲張りはよくない、怒りはよくない、嫉妬はよくないと知っています。
知っているのにそのよくないことがやめられず、何回も繰り返してしまうのはどうしてなのでしょうか。

誘惑、挑発に出会うと、いつも失敗し堕落してしまいます。

その原因は何なのか、すべての求道者に共通の疑問です。

我々が間違いを犯す時、その時々の状況などの表面的な理由を挙げることも可能ですが、もっと深いレベルでの哲学的原因は何なのかが、アルジュナの質問の目的です。
クリシュナによれば、その原因は二つあり欲望と怒りです。

カーマという言葉は一般的な意味の「欲望」、特殊な意味である「肉欲」、この二つの意味を併せたものとして考えてください。

この欲望は「飽くことを知らない」(マハーシャノー)ものであり、一瞬満足させてもまたすぐ現れ、大きな罪の原因となります。
我々の心には肉欲、怒り、貪欲、幻惑、自惚れ、嫉妬という六つの欠点があります。

これらすべての欠点の根本的な原因が、欲望です。
この欲望はどこから現れるのか、その場所がわかれば我々が欲望に抵抗し、それをコントロールするのに役立ちます。
敵と戦う場合、相手がどこにいるのかを知るのは重要です。

欲望の起源はいつで、それはどこから現れているのかについて、7月の講話ではウパニシャッドの見解を紹介しました。

それによれば欲望の起源は絶対の真理ブラフマンと共にあり、孤独なブラフマンが妻、子供、富、活動を求めた時にそれは始まりました。

そしてその目的は、ブラフマンにとっての「遊び」でした。
ですから、欲望はブラフマンの中から生まれました。

蜘蛛の巣が蜘蛛以外のものからではなく蜘蛛の中から現れるように、欲望もブラフマンの中から生じました。

ブラフマンは最初は無性だった自分を、男性と女性に分けました。

たとえば、シュリ・クリシュナとその女性の一番弟子ラーダ。

ラーダの名前を知っている人はいますか?　手を挙げてください。

シュリ・クリシュナは最初は独りでしたが、遊びたかったので自分からラーダを作りました。

もともとラーダはクリシュナと別な存在ではありませんでした。

同じように、ブラフマンは自分でプラクリティを作りました。

そしてそのプラクリティからいろいろなものが発生しましたが、プラクリティを作った目的は遊びです。

ではブラフマンと普通の人間の違いはなんでしょうか?

毒蛇が自分の体内にある毒に害されないように、ブラフマンは自分の作りだしたプラクリティの影響を受けませんが、人間は欲望の影響を受けてしまいます。

すべてのものがブラフマンから生まれているので、すべての人間の中に異性、子孫、富、活動に対する欲望があります。

こう考えるとすべてはブラフマンが原因なので、ある意味では人間には自分の行為についての責任がない、と言うこともできます。

けれども、その行為の結果が我々を束縛するので、注意しなければなりません。

我々もブラフマンのように、すべての行為は遊びだということを絶えず自覚していれば、行為の結果から超然とした傍観者でいられます。

しかしほとんどの場合、我々は行為の結果の楽しみ、苦しみ、悲しみと自分自身を同一視してしまいます。

ブラフマンはすべての行為が遊びだと知っていますが、我々はマーヤの影響でそれを忘れています。

肉体の病気を、自分自身が病んでいると勘違いしています。
心のストレスを、「私のストレス」と考えます。

本当の私は純粋な意識なので、本来「私の病気、私のストレス」というのはあり得ません。

ブラフマンが欲望を創造した、というのがウパニシャッドの説明でした。
バガヴァッド・ギーターの説明は第3章37節を見てください。

至高者が答えられます。『その力とは、人間生来(プラクリティ)のラジャスの性質から生じる欲望と憤怒の心から出てくるもので、人を狂わせ罪を犯させる最大の敵である。

表面的ではない深い意味でラジャ・グナが欲望と怒りの源だというのが、バガヴァッド・ギーターによる哲学的な解説です。

サットワ、ラジャス、タマスのトリグナはバガヴァッド・ギーターにおける大きなテーマのひとつですが、欲望の原因はサットワではなく、タマスでもなく、ラジャスなのです。
サットワ的性質とは真実、親切、調和、慈悲、安心、純粋などすべての良い性質、ラジャス的性質とは活動性、働き過ぎ、野心、嫉妬、欲望、タマス的性質とは鈍重、怠惰、無意味な暴力に対する嗜好、などのことです。
この三つのグナのうち、ラジャスが欲望の原因です。

このトリグナはプラクリティ(根本エネルギー)に含まれているので、我々の欲望の源はプラクリティだと言ってもいいのですが、より厳密に言うならラジャスが欲望の原因だということです。

なぜそうなのか、ラジャスの特徴について書かれている第14章12節を見てください。
また、物事に対する強烈な執着、活動の意欲、仕事への野心、焦燥感、熱望などが心に生じるのは、ラジャスが優勢な時である。バーラタ族の勇者(アルジュナ)よ!

言葉を分けて説明します。
有名な注釈者マドゥスダン・サラスワティーによる解説です。

ローバハ(Lobhah)の通常の意味は「欲張り」のことですが、ここでは必要以上に欲張ることを指します。
自分や家族の生活を支えるために金銭を求めるのは何の問題ありませんが、それが満たされているのに更に多くを求めるのがローバハです。

ローバハのもう一つの意味は、「他人のものを欲しがる」ことです。

次にプラヴリッティ(pravrttir)は、「一瞬たりとも世俗的な活動をやめられない」ことです。

本当は活動の必要がなくても、静かに座って瞑想することができない。
絶えず自分がやるべきことはないかと探し、何もなかったらインターネットでいろいろ調べる。

休みで時間があるのに休めないのが、プラヴリッティです。

ここで注意すべきは「世俗的」という点であり、たとえば瞑想もある意味では心の活動ではありますが、これをプラヴリッティとは呼びません。

カルマナーム・アーランバハ(karmanam-arambah)は、「絶えず次の仕事を求める」という意味です。

その新しい仕事が本当に必要かどうかにかかわらず、現在仕事があるのにさらに次の仕事を求めるのです。
いつも予定がいっぱいなのであり、これはラジャス的性質の現れです。
その予定を実現するためにはお金、エネルギー、マンパワーが必要であり、自分にはそれがないのにもかかわらず、予定を立ててしまいます。

アシャマハ(asamah)は、「欲望が尽きない」と言う意味です。

尽きない欲望は決して満たされることはなく、その結果心の平安もありません。
シャマハは静けさであり、そのもとになっている根動詞シャム(sham)は平安を表すシャンティ(shanti)にも共通しています。
ですからシャマハの否定であるアシャマハは、「心が静かにならない」ことを意味します。

スプリハー(sprha)とは、「すべての快楽を欲しがる」と言う意味です。

今説明したローバハ、プラヴリッティ、カルマナーム・アーランバハ、アシャマハ、スプリハー、この五つがラジャスの特徴です。

このラジャスこそが欲望の原因であり、このことを深い意味で理解しなければなりません。
人間の中でラジャス的性質が増大するということは、この五つの特徴が優勢になることにほかなりません。

タマスが欲望の原因である場合があったとしても、それは二次的なものであり、あくまでも主要な原因はラジャスです。

ヴェーダーンタの考えでは、我々人間は外部と内部それぞれに道具を持っています。
外部に持っている道具とは、肉体と感覚のことです。

内部の道具とは、心、知性、記憶、自我を意味します。

内部の道具の働きによって、我々は想像し、感情を持ち、理解し、決定し、思い出し、自意識を持つことができます。

ヴォヒ・カラナ(Vahih-Karana)：外部の道具
アンタ・カラナ(Antah-Karana)：内部の道具

ここで、ヴォヒは外側、アンタは内側、カラナは道具のことです。

内部の道具アンタ・カラナは四つに分けられますが、その名称と機能は以下の通りです。
マナス(Manas)　　　　：想像、感情、願望
ブッディ(Buddhi)　　 ：決定
チッタ(Chitta) 　　　：記憶(前世でインプットされた経験も含む) 
アハン(Aham)  　　　 ：自我(他人の経験と自分の経験を区別する)
ここで注意してほしいのは、この四つのカラナをひとまとめにして「心(マナス)」と呼ぶ場合もありますが、ヴェーダーンタにおいてより厳密な説明がされる場合、この四つは必ず区別して使われるということです。　　　  　

厳密な説明において「マナス」と言う言葉が使われる場合、それは「考える」という心の機能に限定されおり、他の三つの機能をも包括して表現しているわけではありません。
このアンタ・カラナのうち、ブッディの働きとはなんでしょうか?
ブッディは理解し、分析し、識別し、決定します。

ブッディは非常に大切な機能であり、皆さんが使う「良心」という言葉はブッディのことです。

何が正しく正しくないか、ブッディが決定します。

サンスクリット語で「識別」を意味する、ヴィヴェーカ(Viveka)という言葉があります。
スワミ・ヴィヴェーカーナンダの名前は「識別＋至福」を表しています。

「識別」を意味するもうひとつの言葉に、ヴィチャーラ(Vichara)があります。

ヴィヴェーカ、ヴィチャーラ両方とも「識別」を意味するのですが、ヴィヴェーカにはもともと「良心」という意味がありました。
良心があることによって、何が一時的で何が永遠であるかの識別が可能です。

良心が必然的に識別につながることから、ヴィヴェーカ(良心)がヴィチャーラと同じ「識別」の意味で使われているのです。

ブッディは良心であり、識別はブッディの機能です。

では欲望がどのように我々のブッディを覆い隠してしまうか、第3章38節を見てください。

煙にまかれた炎のように、埃に覆われた鏡のように、子宮に包まれた胎児のように、人の知性も様々な欲望によって覆われている。
ここでのブッディの翻訳は「知性」となっていますが、「良心」という言葉のほうが適切です。

知性の中には良心を伴わない「無知な知性」もあり、それは識別ができません。
ブッディ(良心を伴った知性)の働きが欲望によってどのよう阻害されるのか、38節ではその程度によって三つの譬えを使って説明しています。

一番阻害の程度が軽い場合として、煙と火の例を挙げています。

煙があっても、まだその中の火を見ることはできます。

次に中程度の場合の譬えは埃に覆われた鏡であり、反射は弱く煙に包まれた火よりも見えにくいです。
最も阻害の程度が重いのが子宮の中の胎児の例で、外から中の胎児はまったく見えません。

最後の例でも、ブッディはなくなってはおらず存在しているのですが、欲望のせいでほとんど機能できなくなっているのです。
これに関連して、第3章41節を見てください。

バーラタ王の最も秀れたる子孫(アルジュナ)よ!　先ず己の感覚器官を統御し、正智と正悟を壊そうとする罪深き欲望を完全に消し去りなさい!

正智(ギャーナ)　　　 　  　: 聖典などの学習で得た知識
正悟(ヴィギャーナ)　　   　: 経験を通して得た知識

欲望によってギャーナとヴィギャーナが破壊されます。

次に第3章39節を見てください。
このように、人の知性は欲望という仇敵に覆われて曇っている。そしてその仇敵とは、消えることのない欲望という火なのだ。クンティー妃の息子(アルジュナ)よ!
ここでアナラ(anala)という言葉が出てきますが、サンスクリット語のアグニと同じく「火」の意味です。

このanalaは文法的には「no + alam」が変形した言葉であり、alamは「終わり」の意味なので、alamの否定形のanalaはもともとは、「終わらない」という意味です。

翻訳では「消えることのない」となっていますが、欲望という火はそれを満足させると、ますます激しく燃え盛るのです。

次に出てくるニッティヤ・ヴァイリナー(nitya-vairina)は翻訳では「仇敵」となっています。

ニッティヤには永遠という意味もありますが、ここでは「いつも、常に」という意味です。
なぜ欲望は常に我々の敵なのでしょうか?

ここで注意してほしいのは、ニッティヤ・ヴァイリナーの前にギャーニノー(jnanino)という言葉があることです。

つまりここで対象となっているのは、完全な知性を持った人でも、全くの無知な人でもなく、「ある程度賢い人達(ギャーニ)」です。

無知な人にとって、欲望は常に敵ではありません。

なぜなら彼らは何が正しく、何が正しくないかを知らないので、非道徳的な行為をする時でも抵抗がありません。
たとえば嘘をついた結果、後になって困ったり後悔したりすることはあっても、嘘をついているその時には何の抵抗もありません。

ある程度賢い人達の場合、非道徳的行為をしている時も、行為の後も良心の呵責を感じます。
これが、「常に敵である」という意味です。

非道徳的な行為をする時、最初から最後まで心地よくありません。

悟った人は非道徳的な行為はしないので問題はなく、無知な人も後になって困ることはたまにありますが、それほど大きな問題はありません。
その中間のレベルのある程度賢い人達にとって、欲望は大きな問題なのです。

しかし困難ではあっても、我々にとってこの「常に敵である欲望」をコントロールする以外に、純粋になる道はありません。

欲望の原因は何であるかについて、哲学的な説明をしました。

では、その欲望の場所はどこなのかについては、次回説明します。
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